
 
◎本日の例会  1194 回   2011 年 5 月 18 日 

 卓 話  小学校における環境教育支援活動 

      東京池袋ロータリークラブ 

            社会奉仕委員長 長尾益男氏 

      紹介者 高崎快彦会員 

◎前回の例会  1193 回   2011 年 5 月 11 日 

■ゲスト 

株式会社ジュンク堂  代表取締役会長 工藤恭孝様 

ガバナー補佐   中川宏三郎様 

分区幹事     横山義文様 

分区副幹事    島﨑克之様 

新田満夫様   石井 昭様 

■出席報告 

 

  

開会の点鐘（５クラブ会長） 

左より 日吉会長・久保会長・平井会長 

高田会長・小代会長 

   

開会の挨拶 久保会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月のお祝い ◆会員・夫人の誕生日 

 今田拓男会員    ５日  竹内哲夫会員   ５日  

 緒方晴夫会員  １１日  澤田博司会員  ２０日  

 米倉健司会員  ２５日  長井忠昌会員  ２６日  

 稲川 一会員  ２８日  

月井美代子夫人 ２４日   

◆５月の結婚記念日 

 村中秀朗・静枝ご夫妻   ３日 

 中嶋康雄・偉江ご夫妻   ５日 

 月井雅夫・三代子ご夫妻 ２４日 

 年間１００％出席表彰 

 村中秀朗会員 ２５年  

今田拓男会員 ２３年 

島田謙司会員 １９年 

廣内世英会員 １２年 

 
阪神大震災に気付いたこと 

    株式会社ジュンク堂  代表取締役会長  
丸善書店株式会社   代表取締役社長  

   工藤恭孝氏  (神戸東 RC) 

会 員 
出席率

参入 
会員数 

出席数 欠席数 出席率 
4 月 20 日分

修正 
出席率 

40 名 35 名 28 名 7 名 80.00% 86.11% 

  1193 例会    卓   話 

◎次回の例会 1195 回 2011 年 5 月 25 日  

 卓 話  リスクマネジメントと地震保険 

      リスクコンサルティング株式会社 

      代表取締役社長 

      リスクコンサルタント 有我信行氏 

      紹介者 島田謙司会員 

      



東日本大震災のさなか、なにかの参考にと阪神大震災

の体験をお話させていただきます。 

１９９５年の阪神大震災では、ジュンク堂の旗艦店舗

であった三宮店と、三宮サンパル店をはじめ市内５店

舗も潰れ神戸地区は全滅でした。残ったのは京都店、

明石店の２店のみになってしまいました。この時点で

売り上げは７０％以上のダウンです。事業の継続、雇

用の維持には店の早急な再開しかありません。 

そこでビル自体がなんとかもった三宮サンパル店の再

開に取り掛かることにしたのです。 

しかしその店自身は全壊状態です。棚は折れて壊れ、

本は下に崩れ落ち、天井からの水で、ほとんどが水ぶ

くれて通路を埋め尽くしていました。 

でも幸運なことに私を含め社員とその関係者全員が奇

跡的に無事だったのです。 

閉店している店の全社員に動員をかけて火事場のなん

とかです。２週間後の２月３日にオープンにこぎつけ

たんですが、その当日の開店３０分前にハタと気が付

いたのです。外をみると、周りはガレキだらけ、崩れ

たビルの取り壊しさえ未だ。人といえば、ほとんどの

人が中心街から避難してしまって、残っているのは自

衛隊員か建築関係者ぐらいです。これではシャッター

を開けてもお客様なんて来るはずもない。自宅待機で

休業手当を出していた方が給与負担は少なくてすんだ

し、店舗の電気代も不要だったのにと頭をよぎりまし

たが、避難所から歩いて通って来ていた社員たちに開

店中止だなんて言えるはずもありません。しかたなく

１０時定刻にシャッターを開けたところ、なんとなだ

れこむかのように大勢のお客様が入ってこられ、その

後も続々とやってこられました。こんなに再開を待っ

てくれていたんだと、震災前とかわらない混み様に驚

きましたが、それにも増して驚いたことがあったので

す。来る人来る人が入口でモップをもった掃除担当者

の私に一様に「ありがとう」「よく開けてくれたありが

とう」と礼を言うのです。売り場でもレジでも帰られ

る時もです。社員は感激でみんな顔を紅潮させて働い

ていました。閉店後の立ち飲屋台で社員に「社長！本

屋をやっていてよかったですね♡」と言われたことは忘

れられません。このことは私にとっても社員にとって

も貴重な体験でした。たかが本屋と斜に構えていたと

ころがあった私ですが、我々の仕事はこんなにも人に

必要とされ、喜んでもらえる仕事だったのだと気付か

されたのです。どんな仕事でも、誰かに必要とされ喜

んでもらっているのだと肝に銘じました。 

この店は、現在のジュンク堂の原型のような店です。

人通りのない立地由に専門書ばかりの大型店で、壁面

棚のように島の棚まで古書店のように高く、選書する

テーブル、イスがあり、ギャラリー、喫茶がある図書

館のような本屋だったんです。今回の東北とは違いす

ぐ隣の街には普通に営業している本屋がたくさんあっ

たのですが、「この店でなくてはだめなんだ」「この店

の空気が好きだから」と交通機関もないのにやって来

てくださったのだと思います。 

それからの出店は、他の書店にはできない、うちでし

かできない品揃えへと、もっともっと喜んでもらえる

店作り、棚作り、空間作りへと舵を切りました。 

 

イスラム圏の話        前号に続く 

ＪＩＣＡ専門家 平泉 元氏 

４．イスラム４カ国 

 ①マレーシア国：56％はイスラム信者、首相マ 

ハテールの発言（ルックイースト）、（ブミプト 

ラ政策）、日本の貢献度は大きい。イスラムへの 

偏見（目には目を歯には歯を・・）。 ダダ（麻薬） 

保持で 2日後に死刑。真夏のラマダン（31 日間に 

挑戦。台湾架橋の底力 毎朝響く「アーザンの呼 

びかけ」で目覚め。 

 ②セネガル共和国：敬虔なイスラム信者、貧しさ

の中に寺子屋教育がある。日常の生活はイスラム

の教えそのもの。大理石のモスクもあり聖地。ク

リスマスも休日。 

 ③チュニジア共和国：ミデイア人 レバノン 

 カルタゴ ７世紀にアラブが征服、スペイン・グ

ラナダを追われたムハンマド 12 世、アラブ人の滞

在（マグレブ三国）長期の支配政治、警察国家 国

民のヨーロッパ化 閑古鳥の無くモスク 

 ④ヨルダン共和国：パレスチナ問題、イスラム国

の緩衝国、世界遺産ペトラ、モーゼ、死海、イギ

リスの２枚舌 ローレンスの活躍、イスラムの教

えは何処へ 

５．イスラムの拡大：イスラムの増大何故？イスラム

の経済（将来は？） 

虐げられた人々の拠り所、貧しさの共用、神のも 

とでは皆平等、上下の区別無し。 

イスラム銀行の発展、利息は取らない銀行（豊潤

な石油資金） 

・今後のイスラム社会と日本の立場：世界に 16 億の

信者、発展はアフリカ、アジアの人々、近い将来

は顧客となる国々、今の協力なくしては日本の発

展は望み薄。 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度幹事よりお願い 

 

只今、次年度用クラブ活動計画書・会員名簿作成 

中でございます。事業所名、役職、住所、電話、 

ＦＡＸ、職業分類等を変更されます方は、早急に

事務局へご連絡下さい。 

ご連絡のない場合は、今年度と同じものが印刷さ

れますのでご注意下さい 


